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【2024（令和 6）年９月２５日】 

令和５年度決算特別委員会 総会質疑 
自由民主党福岡市議団 大原弥寿男 

 

私は自由民主党福岡市議団を代表して、「子ども習い事応援事業」について、 

そして「街路樹の管理と道路の除草」について の２点について、 

質問いたします。 

 

はじめに、「子ども習い事応援事業」についてお尋ねします。 

 

近年、わが国では貧困に悩まされる子ども、いわゆる「子どもの貧困」が大きな 

社会問題となっています。 

貧困によって満足な食事が摂れてなかったり、学習面の遅れやコミュニケーション

をとる機会が少なくなるなど、子どもたちに様々な問題が生じています。 

政府としても教育支援・経済支援・生活支援等
など

様々な施策がおこなわれており、

各自治体でも様々な支援が行われています。 

本市も支援施策の一つとして、令和４年度から「子ども習い事応援事業」が実施

されています。 

そこで、その「子ども習い事応援事業」について質問してまいります。 

 

まず、この事業を実施する前の令和３年度に、子どもや子育て家庭の生活状況を

幅広く多岐にわたってアンケート調査を行われたとの事ですので、まずそれに基づ

いてお尋ねしてまいります。 

 

【問１】 アンケート調査は、世帯収入を「300万円未満」「300万円～600万円 

未満」「600万円以上」の3分類と世帯類型
るいけい

を「ひとり親等
など

」と「ふたり親」に分類 

されていますが、このことからどのようなことを把握したのかをお尋ねします。 

（回答骨子）【こども未来局】 

▲収入が低い世帯やひとり親世帯ほど、次のような傾向が見られた。 

・平日朝食を毎日食べない、学校以外で学習や運動をしない割合が高い 

・学校での勉強が遅れている割合が高い 

・習い事をしていない割合が高い、子どもと遊びや活動をしない割合が高い 
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【問２】 アンケートから低所得世帯が子どもに及ぼす課題として、どのような 

ものがあるのかお尋ねします。 

（回答骨子）【こども未来局】 

▲不安定な生活環境による健やかな成長への影響 

▲心身の不調による学校での勉強の遅れや学校生活への影響 

▲体験・居場所不足による将来の成長への影響 

 

【問３】 それぞれの課題に対して、どのような取り組みが必要と考えているのか

お尋ねします。 

（回答骨子）【こども未来局】 

▲生活環境への支援や学習支援 

▲学校や地域での居場所づくり支援 

▲様々な体験や社会参加の支援 

 

【問４】 課題解決の支援策の一つである「子ども習い事応援事業」の目的につい 

てお尋ねします。 

（回答骨子）【こども未来局】 

▲習い事をしたいと思っている子どもが、経済的な事情によってやりたいことを諦める 

ことなく、継続して取り組めるようにすること。 

▲習い事を通じて、個性や能力を伸ばし、自己肯定感を育めるようにすること。 

 

【問５】 「子ども習い事応援事業」の令和 5 年度の決算額についてお尋ねします。 

（回答骨子）【こども未来局】 

▲2億 8,066万円（内訳：委託料 4,745万円余、扶助費 2億 3320万円余） 

 

【問６】 委託料として約 4,745万円ということですが、委託先は何処で、どの 

ような委託内容で行われているのかお尋ねします。 

（回答骨子）【こども未来局】 

▲委託先：福岡市子ども習い事応援事業コンソーシアム（株式会社日本旅行及び Gigi 

株式会社） 

▲委託内容：教室の募集や開拓、システムの運用、コールセンター業務、対象者への通知等 

発送など 

 

 

【問７】 「子ども習い事応援事業」の対象者は何名でその内、登録者数は何名な

のかそして、利用者数は何名かをお尋ねします。  
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（回答骨子）【こども未来局】 

▲令和５年度 1月あたり平均： 

対象となる子どもの数 7,547人、うち登録者数 3,763人、利用者数 2,063人 

 

【問８】 交付額が一人当たり年額 12 万円なので利用者 2,063 人だと 2 億

4,756万円になりますが、扶助費が何故 2億 3,320万円なのでしょうか、その

1,436万円の差額は何故でるのかお尋ねします。 

（回答骨子）【こども未来局】 

▲利用者が必ずしもクーポン交付額を満額使っているわけではないため。 

 

【問９】 「子ども習い事応援事業」の助成対象者は誰なのかをお尋ねします。 

（回答骨子）【こども未来局】 

▲生活保護又は児童扶養手当受給世帯等のうち、小学５年生から中学３年生までの子ども 

 

【問１０】 「子ども習い事応援事業」の対象が、何故小学校５年生から中学校３年 

生までなのかお尋ねします。 

（回答骨子）【こども未来局】 

▲小学校高学年頃から自分のやりたいことや将来の希望などが明確になってくる時期で

あること等を考慮した。 

 

【問１1】 文化教室やスポーツ教室は小学校低学年から始めないと、高学年に 

なるにつれ在籍の子と差が付いていることから、高学年からの新規受講は難し 

くなるのではないかと考えますが、ご所見をお尋ねします。 

（回答骨子）【こども未来局】 

▲一部対象者からも学年引下げの要望等をいただいており、ご指摘のような意見があるこ

とは認識している。 

 

【問１2】 文化教室やスポーツ教室については、中学生は部活で補えるのでは 

ないかと考えますが、ご所見をお尋ねします。 

（回答骨子）【こども未来局】 

▲子どもがやりたいことに取り組むためのより幅広い選択肢を提供するもの。 

 

【問１3】 中学生が新たに取り組む文化教室やスポーツ教室は、どのような教室 

を選択したのかをお尋ねします。 
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（回答骨子）【こども未来局】 

▲中学生の場合、利用者アンケートによると回答者の約５割が「この事業をきっかけに 

何らかの習い事を始めた」と回答しているが、利用教室の詳細までは確認していない。 

 

【問１４】 利用者 2、063人のうちに、この事業によって 4年度と 5年度、新規 

で教室に参加するようになったのは、どれくらいなのかお尋ねします。 

（回答骨子）【こども未来局】 

▲利用者全てについては確認できていないが、小学生を含めた利用者アンケートによると、

回答者の約５割が「この事業をきっかけに習い事を始めた」と回答している。 

 

ということは、新規ではなく約５割がこれまで在籍していた習いごとの教室の受講 

費用にクーポンを当てたことになります。わけです。 

  

【問１５】 これまで在籍して利用している教室を利用登録してもいいのかお尋ね

します。 

（回答骨子）【こども未来局】 

▲本事業の登録教室であれば、従前から通っている習い事教室でもクーポンを利用する 

ことが可能。 

 

【問１６】 何故電子クーポンの交付にしたのかをお尋ねします。 

（回答骨子）【こども未来局】 

▲確実に子どもの習い事に使われるよう使途を限定するとともに、スマートフォン等を 

使用して手軽に登録・利用ができるようにするため。 

 

【問１７】 電子クーポンが使える教室の条件と登録教室数をお尋ねします。 

（回答骨子）【こども未来局】 

▲小学５年生から中学３年生を対象に含むサービスを有償で提供している、広く一般の 

利用を受け付けている、事業遂行能力が見込まれる等の条件を満たし、本事業に登録 

している教室 

▲令和６年７月時点で約 1,300教室 

 

【問１８】 「事業遂行能力が見込まれる等」とは、どのような調査を行って登録 

決定するのかお尋ねします。 

（回答骨子）【こども未来局】 

   ▲登録申請時に登記簿謄本や納税証明書などの書類や、料金表・パンフレットなどを 

ご提出いただいており、これらを通じて総合的に確認している。 
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書類だけの調査ではなく、現場確認も必要ではないかと思います。 

【問１９】 クーポンはどのような物に使えるのかお尋ねします。 

（回答骨子）【こども未来局】 

▲月謝のほか、入会金等の初期経費、道具・教材・ユニフォーム代など、登録教室に 

支払う費用 

 

【問２０】 利用者はこの制度を利用してどのような習い事に利用しているのか 

お尋ねします。 

（回答骨子）【こども未来局】 

▲文化教室、スポーツ教室、学習塾など 

 

【問２１】 文化教室、スポーツ教室、学習塾それぞれに何人利用しているのか。 

小学生、中学生別にお尋ねします。 

（回答骨子）【こども未来局】 

▲令和５年８月分のクーポン利用延べ人数 

 小学生･･文化教室：約 90人、スポーツ教室：約 180人、学習塾等：約 400人 

 中学生･･文化教室：約 140人、スポーツ教室：約 120人、学習塾等：約 1，140人 

  ※小中別の統計については常時取っていない。 

答弁によると 

利用者の内、小学生の 59％、中学生の 81％が学習塾となっています。 

この数字からすると、この制度は習い事支援ではなく、学習塾支援といっても 

いいくらいに見えます。 

 

子どもの貧困対策の推進について、事前に伺った状況によると、課題に対する 

支援として「学習への意欲や集中力の低下、遅刻や欠席の増、不登校などの支援に

ついては学校での学習支援を実施」とのことでした。 

 

先ほどのアンケート結果に、収入が低い世帯の子どもは「学校での勉強が遅れて

いる割合が高い」と答弁がありました。 

そこでお尋ねしますが、 

【問２２】 「子ども習い事応援事業」に学習塾を認めるとなると、学校での学習 

支援だけでは難しいので、「学習塾」で補うべきだとの判断から「習いごと」に、 

「学習塾」を含めることにとされたのでしょうか。 

また、課題としての「学習への意欲や集中力の低下、遅刻や欠席の増、不登校
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など」について教育委員会とどのような協議が行われたのでしょうか。 

学習塾を課題解決の一つとしてとして認められたのでしょうか。 

（回答骨子）【こども未来局】 

▲本事業は、子どもがやりたいことに取り組む、そのための多様な選択肢や機会を提供す

るものであり、学習塾は学習の機会であるとともに、学校とは異なる交流や居場所とし

て、文化活動やスポーツに限定せず、選択肢の一つとして対象としているもの。 

▲教育委員会とは、適宜情報共有や意見交換を行っており、子どもの貧困対策については、

関係局が連携して取り組むこととしている。 

 

文部科学省が行った「子どもの学校外での学習活動に関する実態調査報告」で

は、学習塾は「学校ではなく自宅外で、国語や算数等
など

の教科の指導を行うものをい

い、そろばん等
など

のいわゆるお稽古ごとは含まない」としています。 

なお、習い事は「自宅や自宅外で、習字、そろばん、ピアノ、スポーツなどの指導を

受けるものをいう」とされており、習い事と学習塾では異なる整理がされています。 

 

教育委員会とは適宜
て き ぎ

情報交換や意見交換を行っているとの事ですが、「習い事

応援事業」に学習塾を含むことについて十分に意見交換を行っておく必要があった

と考えており、教育委員会とはしっかりと連携を図るよう要望しておきます。 

 

【問２３】 利用者は対象者の３割程ですが、利用者が増えれば、今後予算を増や 

すお考えなのかお尋ねします。  

（回答骨子）【こども未来局】 

▲利用の増加に向けて努めているところであり、利用状況等に応じ適切に対応する。 

※予算上は令和５年度・６年度ともに利用率４割で積算 

 

 

 

【問２４】 利用率３割でこの事業の目的を果たせるとのお考えでしょうか。 

目的達成のためには、利用率を更に上げないといけないのではないかと思い 

ますがお考えをお尋ねします。  

（回答骨子）【こども未来局】 

 ▲利用率は令和４年度約 21.6%、令和５年度 27.3％と 5.7ポイント増加しており、 

他都市の類似事業でも事業開始１～２年は利用率１～３割で推移している。 

  ▲より多くの対象者に利用してもらうために、区のケースワーカーなどを通じて個別の利用

案内などを行っており、引き続き、困難な状況にあっても子どもがやりたいことにしっか

りと取り組めるよう努めていく。 
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【問２５】 令和 5年度の利用者に対する扶助費が約 2億 3千万円、登録者が 

全て利用者になると約 4億 6千万円、対象者全てが利用者となると約９億円 

となります。 

今後、利用者が増えればそれに伴って予算を増やしていかれるのかお尋ね 

します。  

 （回答骨子）【こども未来局】 

    ▲利用状況等を踏まえて必要な予算を検討していく。 

 

貧困が子どもに及ぼす課題として、「不安定な生活環境による健やかな成長への

影響」があり、「心身の不調による学校での勉強の遅れや学校生活への影響」とされ

ていますが、その課題解決のための支援である学習支援については、学校が責任

を持って行うべきと考えます。 

 

「習い事応援事業」の事業目的とする、「▲習い事をしたいと思っている子どもが、

経済的な事情によってやりたいことを諦めることなく、継続して取り組めるように  

すること。▲習い事を通じて、個性や能力を伸ばし、自己肯定感を育めるようにする

こと。」については反対するものではありません。 

ただ、対象者を小学 5 年生から中学 3 年生としたことから、どうしても習い事が

学習塾に偏重
へんちょう

してしまって、本来の事業目的からズレが生じているのではない  

でしょうか。 

学習塾もいろいろありますが、進学準備を主とした学習塾を認めることになると、

市がこのような学習塾を支援していると捉
と

えられる恐れがあります。検討しなけれ

ばならない課題ではないでしょうか。 

 

先ほど申しました通り、習い事は始めることに早すぎるいことはありません。 

スポーツや芸術等
など

で活躍しておられる方々は年少の頃から始めておられます。 

特技を持つことは、言われるように自己肯定感を持てるようになり、さまざまな 

逆境
ぎゃっきょう

を乗り越える、文部科学省の目標とする「生きる力」に繋がると思います。 

そのためにも、対象を小学校５年生以上としている枠をもう一度見直し、低学年

も対象とした方がいいのではないかと思います。 

 

お隣の韓国や中国では進学熱に応えた学習塾が教育費の高騰を招き、若者が 
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子どもを産むことを躊躇
た め ら

っていることが少子化の原因ともされ、中国では学習塾が

規制されています。 

因みに欧米諸国には日本の学習塾にあたるものは殆どないと聞きます。 

 

私は、子育て時代に子ども会育成会に関わりました。その頃の子ども会の子ども

たちは、所得に関係なく殆ど全員参加でした。 

上手な子も苦手な子も、ソフトボールやドッヂボールの練習や大会に参加して  

いました。 

その他、キャンプやクリスマス会など各種事業を行なっていました。 

このような子ども会活動を通して、異年齢
いねんれい

との交流や多くの親たちとの触れ合い

が生まれ、様々なことを子どもたちは学んできたのではないかと思っています。 

 

市内の殆どの町内にあった子ども会が３０年前頃から相次ぎ解散し、今では半数

に満たない 70校区でしか活動が行われていません。 

このところ、町内会や自治会の維持が難しくなりつつある所ところもあるようです。 

子どもは夫婦の 鎹
かすがい

と言いますが、地域の 鎹
かすがい

でもあると思います。 

もう一度、子ども会活動など子どもたちの地域での活動が活発化すれば、地域の

子どもたちだけではなく、様々な大人たちと触れ合うことで、地域の人間関係の  

希薄化の防止に繋がると思います。 

 

「子供の貧困」に金銭的な支援も必要でしょうが、子ども会など子どもたちが地域

で活躍できる場作りが、子どもたちだけではなく地域の絆づくりに今必要な時では

ないでしょうか。 

 

【問２６】 このように子どもの活動支援を行うことこれによって、アンケート結果

から課題となった「▲不安定な生活環境による健やかな成長への影響。▲体験・

居場所不足による将来の成長への影響」についての課題解決支援に繋がるので

はないでしょうか。 

この事についてのご所見をお尋ねして、１問目を終わります。 

（回答骨子）【こども未来局】 

▲子どもの健やかな成長のためには、地域での居場所や体験機会の充実はたいへん重要

なことであると認識しており、引き続き、貧困の状況にある子どもと家庭に支援が着実

に届くよう、各局連携しながら取組を推進していく。 
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次に、「街路樹の管理と道路の除草」についてお尋ねいたします。 

 

街路樹はコンクリートで覆
おお

われた都市部において街並みに彩を添え、季節の移り 

変わりを感じさせ、安らぎを与えるものとして市民に親しまれています。 

また、潤いのある美しい都市の景観を作りながら、都市の歴史や個性を形成する 

ことから重要な観光資源でもあります。 

しかしながら、本市の街路樹は長い年月が経過するにつれ、いろいろな課題が 

見られるようになってきたようです。その課題の一つとして、樹木の根本や低木植樹

帯を雑草が覆
おお

い景観が損なわれていることです。そこでまず、 

 

【問１】 街路樹の設置目的についてお尋ねします。  

（回答骨子）【住宅都市局】 

〇街路樹は、都市景観の向上や緑陰形成、交通安全、生態系の維持などを目的として設置 

している。 

 

本市は進藤一馬市長の時代からこれまで緑のまちづくりが進められてきましたが、 

【問２】 本市全体の緑被
りょくひ

率と都心部の比率はどのくらいになっているのかお尋ねし

ます。 

（回答骨子）【住宅都市局】 

 ○令和５年度に実施した調査において、福岡市全域の緑被率は 55.4％、都心部の緑被率

は 10.9％である。 

 

緑被
り ょ くひ

率は 55，4％と高いようですが、本市の面積の 4 割以上は山林と農地なの

で、当然緑被
り ょ くひ

率は他都市よりも高くなっているのではないでしょうか。都心部の  

緑被
り ょ くひ

率は他都市よりも低いように思われます。 

狭い歩道の街路樹は、車いすやベビーカーの通行の妨
さまた

げになっている箇所もあり 

ます。また、市街化調整区域等
など

の緑が多い地域に街路樹がなぜ必要なのかとの  

疑問の声もありますが、 

【問３】 街路樹の設置基準はどのようなものなのかをお尋ねします。 

（回答骨子）【住宅都市局】 

〇平成 13 年度に道路構造令が改正され、原則として、3.5 メートル以上の歩道で、かつ歩

行者などの一定の通行空間が確保できる場合には、1.5 メートル幅を標準として植樹帯を

設置することとなっているが、それ以前に整備されたものについては、幅員が狭い道路に

ついても地域からの要望などに応じて植樹帯を設けている場合がある。 
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【問４】 街路樹の維持管理費や街路樹の高木剪定
せんてい

、除草作業費の昨年度の決算

額と過去 5年間の推移についてお尋ねします。 
（回答骨子）【住宅都市局】 
  〇過去５年間の街路樹維持管理費の決算額 

令和元年度 ：   約５億円 
２年度 ：   約５億 700万円 
３年度 ：   約４億 8,900万円  
４年度 ：   約５億 3,700万円  
５年度 ：   約６億 1,600万円  

〇過去５年間の高木の剪定及び除草の決算額 
                   高木の剪定費用          除草費用 

令和元年度 ：    約 7,600万円          約 6,700万円 
２年度 ：    約 7,800万円          約 5,300万円 
３年度 ：    約 6,200万円          約 6,600万円  
４年度 ：約 1億 1,300万円          約 7,500万円 
５年度 ：    約 9,400万円      約 1億 2,100万円 
 

答弁から高木の剪定費用は年を追うごとに増えていますし、除草費は 5 年間で
2倍にも増えているのが分かりました。 

【問５】 令和 5年度の管理費は約 6億 1,600万円とのことです。剪定
せんてい

費用と  

除草費用は合わせて 2億 1,500万円となりますが、残りの約 4億円はどの   

ような維持管理に使用されているのかをお尋ねします。 

 （回答骨子）【住宅都市局】 

〇低木など寄せ植えの刈込や危険木の撤去、樹木の新植、 

花壇やフラワーポットの管理、落ち葉の清掃、樹木医による診断、街路樹パトロール、など 

 

【問６】 街路樹の高木
こうぼく

や低木
ていぼく

の剪定
せんてい

の実施はどのような判断で年何回 

行われているのかお尋ねします。 

（回答骨子） 【住宅都市局】 

〇高木については、路線ごとに、３～4 年に一度、樹形を整える基本剪定を行っている。また、

歩行者空間、信号や標識の視認性などを確保するため、随時、支障枝等の剪定を行っている。 

〇低木については、樹種に合わせ、年１～３回の刈り込みを行っている。 

 

【問７】 街路樹の高木、低木それぞれの管理は住宅都市局が直接行っているのか 

お尋ねします。  

（回答骨子） 【住宅都市局】 

  〇高木や低木を含む街路樹の維持管理については、住宅都市局が所管しており、剪定や 

除草などの業務については、緑のまちづくり協会に委託している。 
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【問８】 街路樹の剪定
せんてい

や除草などの管理を行う「緑のまちづくり協会」とは、どの 

ような組織なのかお尋ねします。 

（回答骨子）【住宅都市局】 

〇緑のまちづくり協会は、都市の緑化推進及び公園緑地、街路樹等の管理・運営に関する事

業を通して、うるおいとやすらぎのある緑豊かな環境共生都市の形成と健康で文化的な市

民生活の向上に寄与することを目的に設立された公益財団法人。 

 

【問９】 低木管理仕様書には、低木の除草はどのように行うようになっているの

かお尋ねします。 

（回答骨子）【住宅都市局】 

○管理業務の仕様書では、低木の中の除草は、手取り除草としている。 

 

【問１０】 管理業務の仕様書では、低木植樹帯の除草作業は手取り除草とのことで 

すが、私が実際現場での作業を見ている限りバリカンで低木と雑草を一緒に刈り 

込んでいます。そのため、一か月もすると雑草が瞬
またた

く間に茂っているようです。 

これについて、業者に対してどのような指示が行われているのかお尋ねします。 

（回答骨子）【住宅都市局】 

〇仕様書に定めているとおり、低木の中の除草は手取り除草を行うよう指示している。 

〇不十分な状況を把握した場合には、手取り除草後に刈込みを実施するよう、事業者に指導 

を行っている。 

 

【問１１】 オオキンケイギクなど特定外来生物について、どのような対応が行われ 

ているのかお尋ねします。 

（回答骨子）【住宅都市局】 

〇特定外来生物であるオオキンケイギクについては、繁殖力が強く生態系に悪影響を及ぼす

おそれがあるため、種子ができる前に地上部を刈り取り、処分場にて焼却処分している。 

 

毎年同じところに、オオキンケイギクの花が咲き年々増えているようです。処分 

方法について、業者に徹底されるよう要望いたします。次に、 

【問１２】 街路樹の高木の 5年度の数とこれまでの推移、併せてその種類と割合 

をお尋ねします。また、低木の管理面積をお尋ねします。 

（回答骨子）【住宅都市局】 

  〇過去５年間の高木の本数 

令和元年度 ： 約 55,700本    

２年度 ： 約 55,300本 

３年度 ： 約 54,900本 

４年度 ： 約 54,700本 
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５年度 ： 約 54,600本 

〇高木の樹種は約100種類あり、本数の割合が5％以上ある樹種で言うと、ケヤキ約10％、

クロガネモチとイチョウ各約 8％、ホルトノキ約 5％となっている。 

〇低木については、約 15万㎡の管理を行っている。 

 

【問１３】 高木が若干減少しているようですが、その理由についてお尋ねします。 

また樹木の種類はどのようにして決定されるのかお尋ねします。 

（回答骨子）【住宅都市局】 

〇新規路線整備等で新たに植栽を行っているが、病害虫や腐朽による危険木や道路のバリア

フリー化に伴うものなど、やむを得ず撤去する場合もあり、若干減少している。 

〇樹木の種類については、景観づくりの観点から、緑の連続性に配慮し、路線ごとに同一樹

種で統一することを基本として、地域の意見も踏まえ決定している。 

 

【問１４】 街路樹の現況の見回りはどの部署がどのように行っているのかお尋ね

します。 

また、国土交通省の道路緑化技術基準の道路巡回について「落
おち

枝
えだ

、枯損
こ そ ん

樹木、

横断している、若しくは横断しようとする歩行者等又は道路標識への影響の  

有無等
など

を確認すること」とあるように交通事故防止の視点からの点検は行われ

ているのかお尋ねします。 

あわせて、街路樹の台風等
など

での倒木防止や枯れ枝の落下による事故防止の 

点検についてもお尋ねします。  

（回答骨子）【住宅都市局】 

〇街路樹の見回りについては、住宅都市局が所管しており、緑のまちづくり協会に委託して

いる。 

〇すべての街路樹について、信号や標識などに支障となっている枝や枯れ枝などの状態や、

道路の視認性の支障となる低木等の繁茂状態などを確認するため、月１回車によるパトロ

ールを実施しているほか、都心部など人や車の通りが多いところは、徒歩による点検も行

っている。 

〇また、樹木医による診断を計画的に実施し、台風等により倒木の恐れがある危険木などの

早期発見に努めている。 

 

交通事故防止の視点からのパロール点検は不十分だと思います。街路樹低木 

よりも高く伸びきった茅などの雑草によって見通しが悪くなって危険な箇所が何か

所も見かけられます。業者発注などで日時が掛かっていると思われますが、早急に

除草をしていただくように要望いたします。続いて、 
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【問１５】 けやき通りは国道 202 号になっていますが、街路樹の管理は市が  

行っているのかお尋ねします。その他、国道 3 号や国道 263 号そして 385 号

などの街路樹の管理は国と市どちらなのかお尋ねします。 

（回答骨子）【住宅都市局】 

〇道路法の規定では、国道の指定区間内の管理は国が行い、指定区間外は都道府県や政令

指定都市が行うこととなっているため、指定区間内である国道２０２号や国道３号は国が

管理を行い、指定区間外である国道２６３号や国道３８５号は福岡市が管理を行っている。 

 

【問１６】 街路樹の落ち葉は何処がどのように処理しているのかお尋ねします。 

（回答骨子）【住宅都市局】 

○落ち葉については、主要な路線においては、市が清掃を行っているが、市民、企業の方々

等からのご協力もいただきながら、維持管理に取り組んでいるところ。 

 

【問１７】 街路樹の根上がりによる歩道凹凸
おうとつ

によって転倒等
など

の事故につながる  

恐れがありますが、根上がり対策について、どのように行われているのかお尋ね

します。  

（回答骨子）【住宅都市局】 

〇根上がり対策については、道路管理者と連携して実施しており、舗装をならし段差の解消

を行うことを原則としている。 

〇それでも解消できない場合には、根切りを行い、段差の解消を行っており、根切りの程度

により倒木の可能性がある場合などは、街路樹を撤去することもある。 

〇また、新規に植栽する際には、根の広がりを抑制する防根シートや根を誘導するための基

盤材の設置などの対策に取り組んでいる。 

 

（街路樹の除草作業終了直後写真パネルを示す） 

この写真は早良区の幹線道路次郎丸・弥生線沿いの街路樹の剪定
せんてい

と除草が終

了した 直後の様子を写したものです。皆さんもこの写真を見て気が付かれたと思

いますが、除草作業が終わっているにも関わらず、雑草がまだ除去されずに残って

います。 

 

【問１８】 何故、雑草が除去されずに残っているのかをお尋ねします。 

（回答骨子）【住宅都市局】 

〇植樹帯と道路の除草については、それぞれ作業を行っているため、除草時期の違いによる

ものではないかと思われる。 
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剪定作業終了後も雑草が残っているのは、現在街路樹の除草と歩道や道路の 

除草がそれぞれ別々に行われているからだということですが、作業の一元化はでき

ないのでしょうか。 

市民の方々から何故このような除草作業をするのかと疑問を投げかけられます。

住宅都市局と道路下水道局とそれぞれ担当が違うと言っても、市民には理解されま

せん。縦割り行政の弊害としか思えません。 

他都市では街路樹の管理と道路の除草は一括して区役所で行われているようです。 

 

【問１９】 街路樹の除草と道路除草を一元化することで、一体的な管理が可能と

なり、より効率的な管理が可能になると考えますが、答弁を求めます。 

（回答骨子）【住宅都市局】 

〇植樹帯と道路の除草については、現在は、それぞれを管理する住宅都市局、道路下水道局

において行っているところであるが、今後、植樹帯がある路線については一体的な除草の

実施を検討するなど、道路下水道局と連携しながら除草管理の効率化に向け取り組んで

いく。 

 

【問２０】 道路下水道局の過去 5 年の道路維持補修費とそれに占める除草経費

の決算額をお尋ねします。  

（回答骨子）【道路下水道局】 

〇過去５ヶ年の維持補修費及び除草費用の決算額 

               維持補修費         うち、除草経費 

令和元年度 ： 約 25億 6,000万円   約   8,400万円 

２年度 ： 約 22億 4,800万円   約   8,900万円 

３年度 ： 約 21億 2,900万円   約 1億 1,100万円  

４年度 ： 約 22億 7,700万円   約 1億 2,800万円 

５年度 ： 約 28億 5,800万円   約 1億 4,400万円 

道路下水道局による道路の除草経費が 5年間で 2倍近く膨らんだのが分かりま

した。 

【問２１】 市が管理している道路の除草業務はどの部署で行われているのかを

お尋ねします。 

（回答骨子）【道路下水道局】 

 ○各区役所の維持管理部門が行っている。 

東区・南区・城南区・早良区 ：維持管理課 

   中央区・博多区         ：地域整備課 

    西区                  ：土木第１課、土木第２課 
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【問２２】 各区役所の予算配分はどのように行われているのかをお尋ねします。 

（回答骨子）【道路下水道局】 

○各区の管理道路延長及び面積や施設数、過去の補修実績などを考慮し配分。 

 

【問２３】 道路や歩道脇の雑草の除去はどのような判断で行われているのかを

お尋ねします。 

（回答骨子）【道路下水道局】 

〇車両や歩行者などの通行の支障となる場合や、景観を阻害していると判断した場合など

に実施している。 

除草は行ってるとの事ですが、他都市から来福した方々から福岡の道路は雑草が

よく目に付くと言われます。 

校区の自治協議会や町内会では、地域の美化活動の一環として道路脇や街路樹

周辺のゴミの回収や除草作業が行われているのをよく見かけます。 

【問２４】 こういった地域の除草作業に対して、これまで住宅都市局や道路下水

道局はどのような支援をしてきたのかをお尋ねします。 

（回答骨子）【住宅都市局】 

〇街路樹の維持管理については、これまでも、地域からの要望や相談に応じて、除草時期の

調整や環境美化袋の配布などの対応を行ってきたところであるが、令和 5 年 11 月から

は、新たに「街路樹サポーター制度」を開始し、登録をいただいた方に対して、清掃道具等

の貸し出しや、ゴミ袋の配布・回収を行うなど、街路樹の維持管理にかかる支援の拡充を

図っている。 

（回答骨子）【道路下水道局】 

○道路除草を行っていただいている町内会や、「道路サポーター制度」に登録し、道路の清

掃・美化活動を行っていただいている団体などに対して、ゴミ袋の配布・回収の支援を実

施している。 

 

最近よく耳にする話ですが、町内も高齢化が進み地域の美化活動に参加する 

人が少なくなって除草作業が難しくなってきた。 

また、幹線道路は車の往来が多くなったので、作業が危険とのことで幹線道路の

除草を取りやめる町内が増えたとのことです。 

ある町内では、業者に依頼して道路の除草をやっているところもあるそうです。 

【問２５】 このように地域住民での除草作業が少なくなったことからここ数年、

道路わきの雑草もよく目に付きだしたと思います。これからの対応について  

お尋ねします。 

（回答骨子）【道路下水道局】 

○地域で行っていた道路除草が少なくなってきていることは認識している 

〇道路管理者として道路除草が必要な箇所の把握に努め、対応していく。 
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このままだと道路の除草を取りやめる町内が増え、年々市が行う除草の経費が

膨
ふく

らんでいきます。そのため、経費が増えないようにする一つとして雑草がこれ  

以上繁茂
は ん も

しないように防草対策を行う必要があると思います。 

 

【問２６】 そこで防草対策としてこれまでどのような取り組みが行われ、これ 

からどのような対策を行おうとしているのかお尋ねします。 

（回答骨子）【道路下水道局】 

 ○これまで道路法面や中央分離帯において、防草シートなどの防草対策を実施。 

○現在、区役所とともに、より効果的な防草対策や除草方法、景観を維持する持続可能な 

仕組みづくりを検討しており、方針が定まり次第、取り組みを進めていく。 

 

路線の除草作業はこれまで夏場に伸びきるまで伸びたきった草の刈り取り作業

が行われているようですが、作業に手間がかかり、さらに処分の経費も当然多くな

ります。春先、草が伸びようとしている頃に除草をすると草が伸びていないので  

当然処分代が少なくなります。何故、除草を春ではなく夏に行っているのでしょうか。 

 

これは街路樹の根本周辺だけの問題ではなく、道路の除草についても同じような

事が言えるのではないでしょうか。 ここ数年、夏は毎日酷暑
こ く し ょ

が続いています。 

除草作業員の皆さんの作業効率も低下しますし、除草の量も増えることから処分

経費も増えるのではないかと思われます。 

 

【問２７】 何故、除草を春ではなく夏に行っているのか。また年間の除草回数は 

どれくらいか、街路樹と道路についてそれぞれ答弁をお願いします。 

（回答骨子）【住宅都市局】 

〇植樹帯については、令和５年度から除草予算を増額し年３回以上の除草を実施しており、

除草時期については、繁茂状況を見ながら、適切な時期となるよう、緑のまちづくり協会

と連携しながら取り組んでいるところ。 

（回答骨子）【道路下水道局】 

○梅雨時期に著しく雑草が生長することで、市民から除草要望が多くあるため、夏季に実施

することが多い。 

〇路線により異なるが、通行支障などの状況に応じて、年１回から３回実施しているところ

もある。 
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もう一つ言えるのは、草は土がある所に多く育ちます。そこでコンクリートや   

アスファルトの上に溜
た

まった土を取り除けば草は生えにくくなります。 

これまでの除草作業は土を除去しないで、伸びた草を刈るだけ、そこにまた土が

溜
た

まり次の年は前の年以上に草が茂る。これを今まで毎年繰り返してきたのです。

刈り取り作業が年々増えるのは当然です。 

 

【問２８】 このことから、春先に舗装道路わきの土砂と雑草の撤去作業を行う 

ことでそれ以降の経費は一挙に削減されると考えられますが、お考えをお尋 

ねします。 

（回答骨子） 【道路下水道局】 

○土砂と雑草の撤去作業は、一部の路線で数年前から実施し、効果的であることから、他の

路線においても同様の対応を行っていく。 

低木の植樹帯には多くの雑草がはびこっています。とくに目にするのは茅が伸び 

て植樹帯を覆
おお

ってしまうだけではなく伸びすぎて道路（車道）での見通しを悪くして

いて、交通事故を誘発
ゆうはつ

するのではないかと思われる危険な箇所を何か所も見かけ

ます。先ほどの答弁では低木の中の除草作業は手取り除草とありましたが、これ  

まで手取り除草を行ってこなかったことから、現在の状況になったと考えられます。 

 

【問２９】 除去がなかなか難しいと言われている茅など雑草の除去について、 

どのように取り組むのかをお尋ねします。 

（回答骨子）【住宅都市局】 

〇低木の中の除草にあたっては、手取り除草の際に草類を根から抜き取る伐根除草を徹

底するなど、可能な限り茅などの雑草の繁茂の防止に努めていく。 

 

茅の根を抜き取ることは、かなりの手間がかかることから、土を入れ替えるしか

ないと考えられます。早急に茅対策に取組んでいただくよう要望いたします。 

 

【問３０】 令和 5 年２月から始動した「都心の森 1 万本プロジェクト」計画はどの

ような構想なのか。また、都心部の再開発地域（天神ビッグバンや博多コネクティ

ッド）ではどのような緑化推進をしようとしているのかをお尋ねします。 

（回答骨子）【住宅都市局】 

○都心の森１万本プロジェクトは、市民や企業との共働により、都心部をはじめとして全市域

で植樹運動を展開するプロジェクトであり、新たな樹木の植栽や、今ある緑をより美しくす

るとともに、民有地における緑化誘導により、緑豊かなまちづくりを推進する。 
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〇都心部では、 

・公園など公共施設において、整備の機会を捉えた植樹 

・街路樹において、空き枡への補植や樹形を美しく整える剪定 

・民有地において、天神ビッグバンや博多コネクティッドの制度改定などによるビルの建

替えにあわせた緑の誘導強化 

などを積極的に実施しており、これらの取組みにより、緑豊かで憩いや安らぎが感じられ

る空間の創出を目指している。 

 

今でも天神ビッグバンや博多コネクティッドの再開発地域は緑が少ないようです。

答弁によりますと「都心の森 1 万本プロジェクト」によって植樹運動が展開され緑の

誘導化を促進するとのことですが、是非、緑を生かした魅力ある天神そして博多駅

周辺を実現していただく ことを要望いたします。 

樹木は植えてそれで終わりではありません。先ほどから質問で申し述べてきまし

たように、植えた後その目的とするところの都市の景観や緑陰
りょくいん

形成、交通安全等
など

を

形成するためには、高度な維持管理技術が求められます。 

今後、サービスの質を落とさずに膨らんでいく維持管理費を抑えていくためには、

毎年同じような管理の繰り返しでは難しいのではないでしょうか。部局の垣根を越

えて、創意、工夫により一層の管理技術の向上と経費削減に努められ他都市のモデ

ルとなるような「緑豊かな福岡市」を実現していただくことを強く要望して、私の質問

を終わらせていただきます。 

 

 


